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1. 水辺のありかたを議論する場：ミズベ会議等の概要 

地域のステークホルダー、水辺でなにかをやりたい主体、まちづくりの主体、行政などが

和歌山の水辺の未来について、未来志向で語り合える会議等を開催した。これは、なるべく

多くの人からわかやまの水辺のあり方をヒアリングするための試みでもあるが、同時に多

くの人々に水辺に関心をもってもらい、和歌山の水辺の未来を多くの人々に「自分事」のよ

うに感じてもらうための取り組みである。（所属、役職等は実施日当時で記載） 

 

 

1.1. ミズベドリンクス 

・開催日時：2016年 12月 19日(月）18:30～ 

・場所：BAR NO．11（バール・ヌメロオンセ） 

・ゲストスピーカー：泉 英明氏／都市プランナー 

・主な内容 

・トーク 「水都大阪のはじまりから裏話」 泉 英明氏 

・7人の登壇者によるプレゼンテーション：「和歌山の水

辺なう」Powered by PechaKucha 

・参加人数：73名 

 

 

 

 

1.2. 第 1 回ミズベ会議 

・開催日時：2017年 1月 25日(水）18:30～ 

・場所：みんなの学校２階 

・ゲストスピーカー：松本 拓氏／北浜水辺協議会理事 

・主な内容 

・前回の振り返り 

・プレゼン「内川のこれまでの活動について」野井和重氏 

・講演「北浜テラスとバックキャスティング的手法について」

松本 拓氏 

・ワークショップ「ＭＺＢ４８」水辺でやりたい事！ 

・目的の説明 

・ワークショップセッション 

「わたしならこうする！ MZB48」:4チームに分かれてワークショップ 

・シェアタイム&まとめ 

・プレゼン「オープンイノベーションについて」岩本唯史氏 

・参加人数：75名 

ミズベドリンクスの様子 

ミズベドリンクス：泉氏 

第 1回ミズベ会議 WSの様子 
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1.3. 第 2 回ミズベ会議 

・開催日時：2017年 2月 10日（金）18:30～ 

・場所：みんなの学校２階 

・ゲストスピーカー：泉山塁威氏／(一社)パブリックプレイ

スパートナーズ代表 

・主な内容 

・前回の振り返り 

・プレゼン「ここまで調べました」 

・講演「タクティカルアーバニズムとはなんだ？」泉山塁威氏 

・ワークショップ「使う人をイメージしてみよう」 

・自己紹介と「まとめ」の意見集約 

・「利用する人目線で考える」「市堀川をつかいこなすひとのイメージをしよう」 

:4チームに分かれてワークショップ 

・シェアタイム 

・参加人数：45名 

 

1.4. ミズベシンポジウム 

・開催日時：2017年 3月 12日(日）14:30～ 

・場所：東ぶらくり丁特設会場 

・ゲストスピーカー： 

・田中里佳氏／国土交通省水管理・国土保全局河川環境課課

長補佐 

・辻田昌弘氏／東京大学公共政策大学院特任教授 

・主な内容 

・前回の振り返り 

・講演「官民連携の最新動向とオープンイノベーション」辻田昌弘氏 

・「ミズベリングプロジェクトとかわまちづくりについて」田中里佳氏 

・フィッシュボール「和歌山の水辺からはじまる素敵な未来について」 

・タスクフォースの発表 

・参加人数：62名 

・同時開催：メガサップボード体験会（日本シティサップ

協会） 

 

1.5. 第 3 回ミズベ会議 

社会実験実施にあたり、これまでの取り組みと先行事例を

紹介し、市民が主体的に水辺のまちづくりに参加するための

きっかけ作りを行うために第 3回ミズベ会議を実施した。 

・開催日時：2017年 8月 3日（木）18:30〜21:00 

第 2回ミズベ会議 WSの様子 

ミズベシンポジウム同時開催 

：メガサップボード体験会 

ミズベシンポジウム 
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・場所：みんなの学校 2階 

・ゲストスピーカー：田中謙次氏／一般社団法人環境文化研究所代表理事、日野川流域交流

会幹事 

・主な内容 

・水辺プロジェクトのこれまでの取り組み 

・昨年の振り返り 

・講演「霞が関が驚いた！リバービジネス創出にむけた取り組み」田中謙次氏 

地元福井県越前市の事例等を交えて講演 

・2017年 9月末より開催する社会実験について説明 

・グループワーク：「食」「環境」「水上アクティビティ」

「イベント」の 4 つのグループで、ディスカッショ

ン、発表 

 

1.6. わかやま水辺協議会（仮称）創設に向けた意

見交換会 

河川敷地占用許可準則が改正され、公共機関しか使えなかった、河川空間を民間が使える

ようになり、河川空間のオープン化が進んでいる。河川を使って町の魅力を盛り上げて行く

ためには、中心市街地がどうあって欲しいかそれに向けた水辺がどうあって欲しいかを考

えるのが協議会の役割である。それについての意見交換会を実施した。 

・開催日時：2018年 1月 25日（木）1回目 16:00～17:30 2回目 18:30～20:00 

・場所：みんなの学校 2階 

・ゲストスピーカー：内山泰博氏／大阪市大正区役所副区長 

・主な内容 

・講演：内山泰博氏：大正区の尻無川での活動紹介： 

2012 年 5 月に地域の合意も得ていない中だった

が区長がやりたいと、白鳥のペダルボートを浮かべ

たところ、京セラドームに行く人が興味を示し５０

０人くらい集まりポテンシャルを感じスタートし

た。大正リバーサイドポセイドンでは 1万人以上の

来場など実績を積み上げた。準則特区を取り都市・地域再生等区域指定を受け平成 27

年 6 月～10 月まで社会実験を実施した。区の PR もしっかりとし平成 29 年は人口が増

加に転じた。 

・他都市の事例紹介 

・意見交換会 

ある住民の方は「音楽が家の中にズカズカ入ってくる。日常生活ができない。切実な

るお願いである。悲しい思いをしている。最低限のお願いがあって来た。」と訴える場

面があった。 

大江さん（社会実験で常設の SUPカフェを営業）は、「思ったより人通りが少なく SNS

発信もしたが、何をやっているのか伝わってなかった。自分たちもあの場所をやってい
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きながら作っていき、完成した頃には終了、というような感じがした。認知されるまで

続けて行くことで来客も増えていった。時間がかかる取り組みだと思う」と語った。 

他にも「観光資源として和歌山市の取り組みに注目しているが、かなり長期で取り組

んで行く必要がある」との意見もあった。 

・参加人数：1回目 23人、2回目 15人 事務局 7人 大正区 3人 他市職員数名 

 

1.7. 水辺交流会「わかやまミズベ MEET UP」 

今年度実施した社会実験の成果報告を周知し、水辺に対する社会的関心を高める機会と

するために水辺交流会を実施した。 

・開催日時：2018年 2月 17日（土）14:00〜17:30 

・場所：フォルテワジマ４階イベントホール 

・ゲストスピーカー、パネリスト： 

・島原万丈氏／HOMES’総研所長 

・中村孝一氏／富山観光遊覧船株式会社代表取締役、“水の都とやま”推進協議会 理事 

・中村青児氏／富山観光遊覧船株式会社常務取締役 

・田中里佳氏／ミズベリングアドバイザー 

・豊田英三氏／ユタカ交通株式会社代表取締役社長 

・吉川誠人氏（わかやま水辺プロジェクト 代表） 

・主な内容 

第１部 

・わんだーらんどによる漫才「和歌山の水辺イメージ」 

・プロジェクトメンバーからの趣旨説明 

・講演「まちの魅力をはかる新しい物差し〜センシュアスな街がつくる豊かな未来」島原

万丈氏 

「センシュアス・シティ・ランキング」についてお話され、まちの魅力は、人口比に

よる保育園やお店、病院数、公園の広さなどで測るのではなくて、感覚や身体、五感や

アクティビティ、関係性（コミュニティに帰属しているか、神社やお寺に参拝している

か、地域のイベントやボランティアなどに参加しやすいか）などの評価基準で住みた

い・快適な都市をランク付けするべきだと話された。 

・プロジェクトメンバーからの社会実験レポート 

・パネルトーク「市堀川の通信簿～和歌山の水辺はセンシュアスに生まれ変われるか」：

島原万丈氏、田中里佳氏、吉川誠人氏登壇 

・伏虎義務教育学校の 6年生児童からの研究・発表 

市堀川だけではなく、大門川・和歌川・和田川・土入川・千手川などでも水質やゴミ

の調査をした結果や、学校で水族館を実施した話など報告。また 3 月 3 日と 4 日に歩

く教室を実施するので参加者を募集した。 

 

第２部 

・わんだーらんどによる漫才「船を浮かばせてみたら、客がたくさんくる？」 
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・講演「遊覧船をはじめることについて、そして今日的な課題」中村孝一氏 

富山市のドブ川だった松川を再生し、遊覧船を立ち上げるにあたり、サンアントニオ

を参考にしたことや、人力で浚渫をして体を壊したことで県が動いたこと、経済的な側

面からのお話などお話をされた。 

・パネルトーク「だれがやる？和歌山の水辺の魅力づくり」中村孝一氏、中村青児氏、豊

田英三氏、吉川誠人氏登壇 

ユタカ交通の豊田英三さんは、経営者として県や市と民間企業の提携や参入につい

てのお話や、遊覧船を運行する上での問題点などお話しされた。 

・タスクフォースめくりパネルを使って検証 

・意見交換  

「世界一統」の南方雅博さんは、市堀川の土手に日本酒テラスやお店などを作る計画

を実行に移していければと発言された。足漕ぎのスワンボートの可能性や、桜や花を植

えて環境をよくしたり、水質をよくしたりしていきたいという意見、和歌山の川といえ

ば紀の川なので、堰を開閉式にし、遊覧船や水上バスでも行き来出来るようするとか、

紀の川の活用方法も考えた方が良いという意見もあった。 

 

・アンケート結果：８割の方が良かったと評価、水辺のまちづくりへ期待しているし、関わ

りたいと思っている方が８割を超えた。 
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1.8. 和歌山水辺観光フューチャーセッション vol.1 

・開催日時：2018年 6月 20日(水）18:00～20:00 

・場所：Luida 

・主な内容 

・挨拶「和歌山の未来予測」竹家正剛氏／和歌山市

市長公室政策調整課 

・レクチャー「あなたがやるなら、わたしもやる。

官民連携のまちづくりとは？」岩本唯史氏／株

式会社水辺総研 

・活動紹介「これまでの水辺空間を生かしたまちづくりの推移」吉川誠人氏／紀州まち

づくり舎 

・グループセッション「10 年後の和歌山水辺を妄想しよう」 

・ワークショップセッション  3 セット 

・グループの発表 

・参加人数：32名 

 

 

 

 

1.9. 和歌山水辺観光フューチャーセッション vol.2 

・開催日時：2018年 8月 8日(水）18:00～19:50 

・場所：Luida 

・ゲストスピーカー：岸本しおり氏／（有）ハートビートプラン 

・主な内容 

・アイスブレークレポート「世界一予約が取れないレストラン NOMA とデンマークの食

文化政策」岸本しおり氏 

・前回の振り返り 

・事務局でここまでやっておきました！ 10/20 のプラン発表！ 

・グループセッション「妄想が実現されるために、いまやれること、明日やれること」 

・グループの発表 

・参加人数：30名 
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1.10. 水辺オープンミーティング 

水辺プロジェクトでは週に 1 回程度定期的に打合せを行っているが、そのミーティング

を時々公開でオープンミーティングを開催した。「水辺に関係する事業者の皆様、水辺に興

味のある一般市民の方々、どなたでも何度でも参加可能、時間中出入り自由。ただ聞いてい

るだけでもよし、何か提案してみるのもよし、意見を言うのもよし」として、1~2 か月に 1

回程度、開催した。 

 

〇7/4 水辺オープンミーティング 

・開催日時：2018年 7月 4日(水）19:00～20:30 

・場所：NPO法人市民の力わかやま 

 

〇9/7 水辺オープンミーティング 

・開催日時：2018年 9月 7日(水）19:00～20:30 

・場所：NPO法人市民の力わかやま 

〇10/3 水辺オープンミーティング 

 

・開催日時：2018年 10月 3日(水）19:00～20:30 

・場所：NPO法人市民の力わかやま 

・ゲストスピーカー：長町志穂さん／照明デザイナー、

株式会社 LEM 空間工房代表取締役 

 

〇12/5 水辺オープンミーティング「わかやま水辺チャレンジ報告会」 

・開催日時：2018年 12月 5日(水）19:00～20:30 

・場所：和歌山市役所 14階大会議室 

 

〇2/13 水辺オープンミーティング「水辺ビジョンプレビュー」 

・開催日時：2019年 2月 13日(水）19:00～20:30 

・場所：和歌山市役所 14階大会議室 
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2. 未来像：仮説 

2016 年度に 3 回にわたって開催された水辺のワークショップ（ミズベドリンクス１回、

水辺会議 2 回）でたくさんの方々からいただいた、和歌山市の水辺の将来への思いを事務

局で分類整理すると、こんな価値観を大切にしたいという 12のバリュー（価値）と、8つ

の支える仕組みに分けられた。それを、根から茎、葉っぱで大きな花を咲かせるという「わ

かやまに咲く水辺の花」大作戦というひとつの絵とした。 

 

「わかやまに咲く水辺の花」大作戦は、水辺の未来を、将来咲く大輪の花にたとえ、それ

を太い幹と立派な葉っぱと根っこで支えるというもの。 

ひとつひとつの花びらは 12のビジョン、茎と根っこと花の中心は、8つの支える仕組み

を示す。 
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2.1. 12の目標像 

 

ワークショップで

多くの人々から聞か

れた、きれいな川を実

現したいという思い。 

さわれる、およげる、

魚釣りが楽しめる、流

れを復活させたい、と

いうさまざまなアク

ションを実現させな

がら、川を多様な主体

で綺麗にする。きれい

な川をつくりたいと

いう価値観。 

 

 

水辺が都市のなか

にあらたに生まれる

居場所になるのでは

ないかという期待が

ワークショップで聞

かれた。 

椅子があってサン

ドイッチを持って食

べられる。子供が安全

に遊べたり、ちょっと

立ち止まりたくなっ

たりする場所になる

ことが望ましいとい

う価値観。 
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市堀川を江戸時代

のように船でたのし

める時代に対する渇

望がワークショップ

で明るみになった。 

イベントとしての

船はすでに実現して

いるが、日常使いの船

の交通やレストラン

船としての魅力的な

事業が創出できると

いいなという価値観。 

 

 

 

 

和歌山市の中心市

街地のなかで数少な

い自然を感じること

ができる場所である

水辺を、よりグリーン

にしたいという思い

がある人がたくさん

いることが確認でき

た。 

緑を水辺で増やし

たいという価値観。 

 

 

 

  



Ⅱ－11 

 

 

まちなかの水辺で

アクティビティをや

りたい、やる環境がう

まれたら楽しいに違

いない、という意見が

沢山聞かれた。 

そのような体験が

できるまち、という新

たな価値を和歌山市

が獲得する未来。 

 

 

 

 

過去、城下町和歌山

の水辺で繰り広げら

れた、河岸。納屋河岸

を復活させたいとい

う思いをもった方が

おられた。 

日常的に商空間と

して水辺が豊かだと

いいなと思う人々の

価値観と統合して、過

去あった河岸の現代

的なもの（マルシェ）

があったらいいなと

いう価値観。 
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単に歩ける水辺で

いい、ウォーキングし

たくなるような環境

を獲得するという価

値観が聞かれた。 

そういう体験が日

常的にあって、それを

想像して維持すると

いう価値観。 

 

 

 

 

 

 

 

ひとびとがあつま

り、なにかを共に体験

できるような場所と

しての水辺。そのよう

な華やかな場所であ

ってほしい、という価

値観。 
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水辺で食事がした

い、そんな場所がほし

いという価値観。かつ

ても川沿いに魅力的

な飲食店が生まれ、現

在でもその伝統を引

き継ぐ店もある。 

水辺からあらたな

和歌山の食文化をつ

くる、それが和歌山市

の新たな価値になる。 

 

 

 

 

 

 

 

お城とともに歩ん

できた市堀川。城下町

和歌山の歴史性に着

目し、その歴史とうま

く繋がっているとい

うことを、大切にした

いという価値観。 
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水辺のまちづくり

において、昼だけでは

なく夜も大切にした

い、という価値観。 

すでに魅力的な飲

食店が水辺にいくつ

かできてきたことを

さらに発展させて、公

共空間が歩きやすく

センシュアスになっ

て、飲食店の魅力とと

もに、たくさんのひと

を惹きつけるイメー

ジ。 

 

 

 

 

 

 

子供や大人が水辺

でさまざまな体験を

できるまち、という価

値観。 

教育を重視するま

ちに変貌する中心市

街地にとって、体験を

通して学べる場所が

水辺に必要なのかも

しれない。 
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2.2. 8つの仕組み 

ワークショップで出された意見をもとに、和歌山市の水辺を魅力的にするために必要な

仕組みを８つに分類した。 

 

A) 桟橋、川の駅＝川との接点を維持する 

現在、川を体験できる場所は非常に限られている。川へ物理的に近づける場所を整

備してその場所からさまざまな水上アクティビティへのアクセスを生む。まずその

ための接点をつくって日常的に運用してみる。 

B) 中間組織 

行政に任せるのではなく、市民も主体的に水辺のまちづくりにコミットするために、

中間的な役割が必要。PPPエージェント、トライセクターリーダー。 

C) 官民連携のフェスをおこなう 

単にイベントをこなすだけではなく、官民の連携をよりよいものに構築して信頼関

係をつくるためにイベントを行う。イベントをともに成功させることによって、多

様な主体間で関係性を構築することができる。 

D) 内川ファンドを含めた財源の確保 

水辺のまちづくりを推進していくためには、財源が必要。官民で出し合ってファン

ド組成するなど、ともにつくりあげていく考え方。 
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E) メディア、PRを推進 

水辺の魅力を多様なひとびとに伝えるために、常に広報、メディア、PRを行い、そ

の場所の価値を作り上げていくと共に、他者との関係性のなかから、物事を評価し

ていく、という姿勢。 

F) 民間不動産の活用推進もおこなう 

水辺は公共空間だけではなく、民間不動産が面している部分もある。民間不動産が

水辺に向いて魅力的になれば、和歌山市の水辺も魅力的になる。そういう視点でリ

ノベーションスクールの枠組みを生かして水辺の魅力創出をする。 

G) 交通を考える 

中心市街地の水辺へやってくるさまざまな人々の動線を考え、自動車交通、公共交

通、歩行、自転車、水上交通などを含めて総合的とらえて、水辺の魅力につなげる。 

H) 協議会をつくる 

これらのあたらしい取り組みを後押し、評価する地域の意思決定機関である協議会

が必要である。 
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2.3. 短期中期長期目標 

12のバリューと 8つの支える仕組みの達成時期を短期、中期、長期にわけて、やりやす

いところから実践すると共に、中長期的にどうすればいいのか考えながらすすめる必要が

ある。考える主体は、和歌山市ではなく、和歌山市の水辺をどうにかしたいという関心のあ

る方々すべて。 

 

8つの支える仕組みと考え方 短期 中期 長期

A 桟橋、川の駅＝川との接点を維持する

水辺へのアクセスのノー
ド
ここからさまざまなアク
ティビティに派生

B 中間組織:事務局提案
推進していくためのPPP
のエージェント

C 官民連携のフェスをおこなう

官民の連携のよい事例
を積み重ねる
ひとのつながりを作り続
ける

D 内川ファンドを含めた財源の確保
内川ファンドを含めた財
源の確保

E メディア、PRを推進 メディア、PRを推進

F 民間不動産の活用推進もおこなう リノベーションスクール

G 交通を考える
レンタル自転車
駐車場
バス

H 協議会をつくる
やってみなはれの
精神

12のバリュー（価値観） 2019.02 短期 中期 長期

1
きれいな川、綺麗な水にしたい
豊かな自然環境にしたい

認知度の向上*1 市民の機運が上る*1 整備が始まる*1

2 居場所作り 椅子、本、ピクニック サンドイッチもって座れる
子供が安全に遊べる
立ち止まりたくなる場所

3 クルーズができる楽しめる街にしたい イベントの船交通
レストラン船などの日常利
用
日常使いの船交通

4 緑の環境づくり
芝生の広場
食べられるガーデン

桜を植える
野花
食べられるガーデン

5 水上アクティビティがある街にしたい SUP、カヌーなどの手漕ぎ スワンボート、貸しボート
ウォーターボール
ジェット、パワーボート、外
洋へ

6 納屋河岸マルシェのにぎわいづくり
短期的なマルシェのもりあ
がり

日常的なマルシェ開催
周辺の商業にも好影響を
あたえる

7 歩ける水辺、走れる水辺。健康な水辺 毎朝ウォーキング

ウォーキングをしたくなる
環境整備
フットパスを町中にもつな
げて整備

日常でつかえる水辺の道

8
いろんなイベントがおこなわれる水辺であっ
てほしい。

花火、映画鑑賞
フェス。食フェス
水上パレード

9 食文化が育まれる水辺
フードカー
フィンガーフード

川床 牡蠣船

10 和歌山レガシー
来歴に沿った水辺のあた
らしい姿

来歴に沿った水辺のあた
らしい姿

和歌山の歴史とつなげる
来歴に沿った水辺のあた
らしい姿

11 夜も楽しめる水辺 夜間営業する*1 夜も明るい夜間景観*1 飲み屋、BAR

12 学べる水辺 学べる 学べる 学べる

*1 目標の変更を行った（2017/2→2019/2） 
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2.4. ペルソナ 

2016年度の第２回ミズベ会議におけるワークショップでは、参加者に和歌山市の水辺を

将来たのしむであろうペルソナを設定させて、そのひとが使う水辺のシーンを描いてもら

うという試みを行った。 

4つのペルソナが構想され、和歌山市の水辺を楽しむひとびとの姿を想像して、どのよう

な水辺であるべきかを逆算してかんがえるきっかけとした。また、ワークショップで網羅で

きなかったペルソナ 3つは事務局で追加した。 
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ここまでの案は、ワークショップで参加者が構想した。 
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2.5. タスクフォース 

具体的に社会実験を行うというフェーズになった時に、民間で社会実験に参加したいと

いう人々はどれだけいて、どのようなことをやりたいのか。今後実際にどのようなチームで

どのようなプロジェクトを推進したいかを関心層にヒアリングし、ミズベシンポジウムで、

それぞれのチームごとに関心事を表明してもらった。このチームが実際にタスクフォース

として和歌山市の水辺の課題解決や魅力創出のために属人的に推進してくださることと思

う。 
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